


鷹山と生きる愛
原始・古代の生存戦略

中 部 ロ ー ム中 部 ロ ー ム

火 山 災 害 痕火 山 災 害 痕

第 Ⅲ 黒 色 帯第 Ⅲ 黒 色 帯

第 Ⅱ 黒 色 帯第 Ⅱ 黒 色 帯

第 Ⅰ 黒 色 帯第 Ⅰ 黒 色 帯

第 Ⅰ ス コ リ ア 層第 Ⅰ ス コ リ ア 層

休 場 層休 場 層

富 士 黒 土 層富 士 黒 土 層

栗 色 土 層栗 色 土 層

新 期 ス コ リ ア 層新 期 ス コ リ ア 層

第 Ⅲ ス コ リ ア 層第 Ⅲ ス コ リ ア 層

ニ セ ロ ー ム （ 姶 良 ・ 丹 沢 火 山 灰 ）ニ セ ロ ー ム （ 姶 良 ・ 丹 沢 火 山 灰 ）

第 Ⅶ 黒 色 帯第 Ⅶ 黒 色 帯

第 Ⅴ 黒 色 帯第 Ⅴ 黒 色 帯

-1ｍ

-2ｍ

-3ｍ

-4ｍ

-5ｍ 約 38,000 年前

約 37,000 年前

約 33,000 年前

約 35,000 年前

約 31,000 年前

約 29,000 年前

約 16,000 年前

約 13,000 年前

約 4,000 年前

約 1,550 年前

旧
石
器
時
代

縄
文
時
代

現
代
弥生
以降

　古代より愛鷹山と共に生きてきた多くの人々は、愛鷹山のもた
らす様々な恩恵を利用していました。
　愛鷹山では、旧石器時代から断続的ではあるものの、各時代の
遺跡が見つかっており、人々にとって有益な場所であったといえ
ます。
　旧石器時代から縄文時代までは、周辺の資源を有効活用しなが
ら生活し、弥生時代になると、大陸からの技術を受け入れつつ、
自然環境に合わせて生活を変化させました。古墳時代には、愛鷹
山にも多数の古墳が築かれました。古墳を造った集団は、当時最
先端の渡来系技術者とも関わりが深い人物で、富士山の噴火によっ
て荒廃した土地を拓き、のちの律令社会の礎を築きました。
　本展示会では、静岡県東部の皆さんにとって身近な山である愛
鷹山に焦点をあて、そこに生きた旧石器時代から奈良時代の人々
の生存戦略を、発掘された資料から紹介します。

台付甕
宮添遺跡 ( 富士市 )

有頭石錘・打欠石錘・磨製石斧
峰山遺跡 ( 富士市 )

愛鷹山の土層断面図と時代の移り変わり ( 沼津市植出北Ⅱ遺跡 )
写真提供：沼津市教育委員会　

あしたかやまといきる

陥し穴列 / 富士石遺跡 ( 長泉町 )
写真提供：静岡県埋蔵文化財センター

単鳳環頭大刀柄頭
芝荒２号墳 ( 沼津市 )

写真提供：沼津市教育委員会

玉類
( 勾玉、切子玉、管玉、丸玉、小玉 )

船津 L-207 号墳 ( 富士市 )
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